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売上 64,137 万円 

51 名(ﾊﾟｰﾄ、研修生含む) 
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N O . 単位 44期基準 45期計画 46期計画 47期計画

1

製

品

及

び

サ

ー

ビ

ス

使用禁止

物質
％

含有率

0%

含有率

0%

含有率

0%

含有率

0%

2

水

資

源

投

入

あ

上水 ｍ 3 2 , 3 5 4
目標 1％減

2,3 3 0

目標 2％減

2,3 0 7

目標 3％減

2,2 8 3

3

二

酸

化

炭

素

電力
kwh

( k g - C o 2)

5 2 1 , 7 9 3

（ 19 5 , 6 7 2）

CO 2排出係数

0.3 7 8

目標 1％減

516 , 5 7 5

（ 19 3 , 7 1 5）

目標 3％減

506 , 1 3 9

（ 18 9 , 8 0 1）

目標 5％減

495 , 7 0 3

（ 18 5 , 8 8 8）

4 一般廃棄物 kg 8 4 0
目標 1％減

831

目標 3％減

815

目標 5％減

798

5
金属くず

（ｽｸﾗ ｯ ﾌ ﾟ )
k g 1 9 1 , 8 1 0

目標 1％減

189 , 8 9 2

目標 3％減

186 , 0 5 5

目標 5％減

182 , 2 1 9

6

金属くず

(異常発

生品)

kg 2 , 7 9 0
目標 1％減

2,7 6 2

目標 3％減

2,7 0 6

目標 5％減

2,6 5 0

7

グ

リ

ー

ン

購

入

事務用品 ％
購入率把握

実施
購入率10％ 購入率15％

※１：上記の表は44期（2011/8～2012/7）45期（2012/8～2013/7）46期（2013/8～2014/7）

　　　　　　　　47期（2014/8～2015/7）

※２：有機溶剤、非定常時・緊急時については管理項目として掲げる。

環境負荷項目 備　考

客先要求事項に対する実績

数値

購入率の把握として43期よ

り実施

Co2削減の為のテーマ

廃

棄

物

排

出
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45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．デマンド管理と照明器具等見直し

２．デマンド管理による節電実施

３．デマンド管理による節電実施

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．廃コピー用紙の再利用の徹底

２．購入品等の廃棄物の再利用化

３．廃棄物運搬頻度の削減

45期末1% 46期末2% 47期末3%

１．水道、蛇口、トイレの節水

２．使用メモリ対策の推進

３．使用メモリ対策の推進

45期末 46期末 47期末

１．レベル１含有成分即時納入禁止

２．レベル１，２含有成分即時納入禁止

３．レベル１，２含有成分即時納入禁止

45期末10% 46期末15% 47期末20%

１．事務用品の現状把握

２．グリーン購入の選定と購入の推進

３．グリーン購入の選定と購入の推進

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．材料の現状把握

２．ﾈｽﾃｨﾝｸﾞの見直し

３．端材の徹底管理

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．異常発生品の低減化

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．異常発生品の現状把握

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．異常発生品の現状把握

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

45期末1% 46期末3% 47期末5%

１．異常発生品防止策の実施

２．掃除エリアの拡大及び定期掃除の実施

３．掃除エリアの拡大及び定期掃除の実施

実施試行、 　　　維持

※１：45期（2012年 8月～2013年 7月）、46期（2013年 8月～2014年 7月）、47期（2014年 8月～2015年 7月）

　　　48期（2015年 8月～2016年 7月）

手順書
計　　　画

全社環境活動計画書

NO 環境負荷項目
環境

目的
目標行動内容／実施事項

目　標　値 担当部門

／責任者

1

電力消費量

(Co2)の削減

44期基準

47期末5%

減

全部門 電力削減手

順書

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理

(電力消費

量(Co2)削

減)

2

廃棄物の削減 44期基準

47期末5%

減

全部門 廃棄物削減

手順書

3

上水の削減 44期基準

47期末3%

減

全部門 上水削減手

順書

4

含有禁止物質

の管理

客先要求

事項によ

る徹底管

理

全部門 含有禁止物

質管理手順

書

9

再塗装異常発

生品の削減

44期基準

47期末5%

減

第三加工課

塗装Ｇ

5

グリーン購入

の推進

44期基準

47期末

20%達成

全部門 グリーン調

達手順書

6

ｽｸﾗｯﾌﾟの削減 44期基準

47期末5%

減

第一加工課

ＮＣＴＧ

ｽｸﾗｯﾌﾟ削減

手順書

7

異常発生品ｽｸ

ﾗｯﾌﾟの削減

44期基準

47期末5%

減

第一加工課

ベンダーＧ

（NCTＧ）

（組立Ｇ）

異常発生品

ｽｸﾗｯﾌﾟ削減

手順書

8

溶接異常発生

品の削減

44期基準

47期末5%

減

第二加工課 溶接異常発

生品削減手

順書

再塗装異常

発生品削減

手順書

10

再塗装異常発

生品の削減

(ゴミ)

44期基準

47期末5%

減

第三加工課

組立Ｇ

再塗装異常

発生品（ゴ

ミ）削減手

順書
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N O .
Ｉ：投入

Ｏ：排出
単位 ４５期 ４６期 ４７期

1 - ％ 5. 1 7 %増 - -

2

製

品

及

び

サ

ー

ビ

ス

使用禁止

物質
Ｉ ％

0%

要求達成
- -

3

水

資

源

投

入 上水 Ｉ ｍ 3
2 , 3 4 1

5 . 7 %減
- -

4

二

酸

化

炭

素

あ

電力 Ｉ
kwh

（ kg - C o 2）

546 , 2 8 3

( 2 0 4 , 8 5 6 )

0 . 5 %減

- -

5 一般廃棄物 Ｏ kg
9 3 0

5 . 6 %増
- -

6
金属くず

(ｽｸ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ )
Ｏ kg

2 1 9 , 7 7 1

9 . 4 %増
- -

7

金属くず

(異常発

生品)

Ｏ kg
5 , 5 7 0

9 4 . 5 %増
- -

8

グ

リ

ー

ン

購

入

事務用品 I 個
14

1 6 . 7 %達成
- -

※上記の表は44期（2011/8～2012/7）45期（2012/8～2013/7）46期（2013/8～2014/7）

　　　　　　47期（2014/8～2015/7）

※目標値、実績値は基準期をベースとして計算しております。

購入率の把握として43期よ

り実施

Co2削減の為

廃

棄

物

排

出

売上/環境負荷項目 備　考

売上 前期との売上比率

売上 ― ％ ― 5.2% ― ― ―

◎客先要求事項の把握

◎使用禁止物質の管理

◎代替え品等の把握と対応

◎各部門こまめな節水

◎デマンド245kwhの管理

◎不要な用紙等緩衝剤利用を行う

◎家庭のゴミ等は持ち込まない

◎余分な加工は行わない。

※上記の表は44期（2011/8～2012/7）45期（2012/8～2013/7）46期（2013/8～2014/7）

　　　　　　47期（2013/8～2014/7）

異常発生品ｽｸﾗｯﾌﾟの排
出量を44期を基準とし
て47期末までに5％削
減する。

kg

2,790 5,570
◎各ｸﾞﾙｰﾌﾟで発生した異常発生
　品についての再発防止の実施

◎品質管理と5S活動をﾘﾝｸさせ
　ｽｷﾙ向上の実施

ｽｸﾗｯﾌﾟの排出量を44期
を基準として47期末ま
でに5％削減する。

◎NCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの歩留り率を80％
　以上に設定する。

kg

◎端材に対し、使用出来る部分
　をｼｬｰﾘﾝｸﾞでｶｯﾄし管理する

×

44期に比べて45期は売
上が5.2％増に対し
9.4％と増加してし
まった。売上増加との
比率とすると今後のﾃｰ
ﾏとして掲げるのは難
しいので維持管理とす
る。

継続無
基準期との比較（売上率との計算）

9.4%

×

42期に比べて45期は売
上が5.2%増に対し
94.5%と増加してし
まった。この増加原因
は、社内の問題では無
く別の原因があった為
である。46期は社内以
外はｶｳﾝﾄさせない仕組
みで行う。

継続有

同等管理
で継続

基準期との比較

94.5%

191,810 219,771

環境目標

◎各部門業務に支障が無い程度
　の蛍光灯の撤去

◎各部門空調機関係のこまめな
　節電

電力消費量(CO2)を44

期を基準として47期末
までに5％削減する。

客先要求事項に対し使
用禁止物質の管理の徹
底を行う。

％

上水の使用量を44期を
基準として47期末まで
に3％削減する。

m3

単位

kwh

(kg-Co2)

◎第三加工課塗装Ｇの前処理に
　対する吊り掛け方法の改善
（生産効率による節水）

取組項目

45期評価と46期からの取組内容

評価
評価に対する

コメント
継続有無
取組内容

継続有

同等管理
で継続

〇

基準期との比較（売上率との計算）

45期 46期 47期

結果(基準期との比較)

基準期
(44期)

基準期との比較

含有率
0％

含有率
0％

客先ｸﾚｰﾑ
無

◎各部門ｺﾋﾟｰ用紙、段ﾎﾞｰﾙ等
　ﾘｻｲｸﾙへ循環させる

一般廃棄物排出量を44
期を基準とて47期末ま
でに5％削減する。

kg

840 930

44期に比べて売上率
5.2％増に対し0.5%の
削減が出来た。結果は
0.5%達成出来なかった
がﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理の効果が
出ている。

×基準期との比較（売上率との計算）

521,793
(195,672)

546,283
(204,856)

-0.5%

継続有

同等管理
で継続

44期に比べて45期は売
上が5.2％増に対し
5.5％と増加してし
まった。もう一度分別
の徹底を見直し、ﾘｻｲｸ
ﾙへの強化を行う。

継続有

同等管理
で継続

×基準期との比較（売上率との計算）

5.5%

2,354 2,341

〇

継続有

同等管理
で継続

-5.7%

44期の売上5.2%増に対
し5.7％の削減が出来
た。引き続きより効果
的な活動を行い削減し
て頂きたい。

客先要求事項に対し迅
速に把握し、含有禁止
物質に対する調査、管
理等を徹底し、かつ客
先からのクレームも無
い事から目標達成致し
ました。

継続有

同等管理
で継続

◎ﾘｻｲｸﾙ材使用品の選定と購入
　個数の限定設定

基準期との比較

14.3%

文房具等のﾘｻｲｸﾙ材使
用製品を44期を基準と
し、47期末までに20％
達成にする。

◎文房具等のﾘｻｲｸﾙ材使用品の
　現状把握

個

14 16

〇

44期基準より14.3％達
成出来た。引き続きﾘｻ
ｲｸﾙ品の選定と購入を
行う。
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環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟は、ありません。

また、行政等から違反等の指摘及び外部からの苦情も過去ありません。

飯能市下水道条例 2013年8月現在無し

訴訟の有無 環境関連訴訟 2013年8月現在無し

条例

埼玉県環境保全条例 2013年8月現在無し

飯能市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 2013年8月現在無し

その他の法律
労働安全衛生法 2013年8月現在無し

粉塵障害防止規則 2013年8月現在無し

化学物質に関する法律

毒物及び劇物取締法 2013年8月現在無し

消防法 2013年8月現在無し

高圧ガス保安法 2013年8月現在無し

2013年8月現在無し

再生資源の利用の促進に関する法律 2013年8月現在無し

使用済自動車の再資源化等に関する法律 2013年8月現在無し

環境関連法規項目 遵守結果

法規制違反の有無

公害に関する法律

下水道法 2013年8月現在無し

騒音規制法 2013年8月現在無し

振動規制法 2013年8月現在無し

悪臭防止法 2013年8月現在無し

廃棄物・リサイクルに

関する法律

循環型社会形成推進基本法 2013年8月現在無し

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
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見直し案作成日 作成者

見直し対象期間

見直し実施時期

出　　席　　者

見直し評価日 総括者

見直し評価

結果項目　

①環境方針 ○

②環境目的・目標 ○

③環境活動計画 ○

④ＥＭＳ ○

総括者の指示 ○

改訂内容

審 議 日

審議内容

審議結果

注１：評価は良＝○、改善を要するが結果は良△、再検討×

・環境管理委員会（２０１３年　７月３０日開催）様式第　　７号

経営者による評価及び見直し結果報告書

見
直
し
案

　２０１３年　７月３０日（火） 安達　知明

　２０１２年　８月　１日　～　２０１３年　６月２８日

　２０１３年　７月１２日　（　定期　，　臨時　）

手塚文紀、安達知明、梅澤重隆

提　出　資　料

・エコアクション２１－２００９年版

・環境方針（２０１２年　８月　１日制定）

・環境目的・目標（２０１２年　８月　１日制定）様式第５－１号、第５－２号

・環境実施計画書の実施状況（２０１２年　８月～２０１３年　７月分実績評価済）

様式第６－１号、第６－２号

・環境目標の実績集計と達成度算出（２０１２年　８月～２０１３年　７月分）

総
括
者
（

代
表
者
）

の
評
価
と
指
示

　２０１３年　７月１２日（金） 手塚　文紀

内　　　　容 評　価

・今回は日付のみ改訂とする。

・44期基準に対し、45期の売上は5.17％増であった。比較すると電力が
0.47％減であるが目標1％なので達成されていなかった。電力に関しては持
ち場を離れる際のｽｲｯﾁOFFを徹底して下さい。廃棄物は5.55％増で達成され
ていない。各部門もう一度分別の見直しを行ってください。ｽｸﾗｯﾌﾟは
9.41％増で達成されていない。生産が増加し、歩留りが悪い製品があり、ｽ
ｸﾗｯﾌﾟ量が増加してしまった。これ以上の削減は不可能の為、46期より目標
から外し維持管理とする。異常発生品ｽｸﾗｯﾌﾟは94.47％増で達成されていな
い。原因は社外の製作途中品に対する中止と再製作指示によるもので、46
期からはｽｸﾗｯﾌﾟの量にｶｳﾝﾄしないようにする。含有禁止物質の管理につい
ては継続し維持管理して頂くようお願いします。
その他のﾃｰﾏについては順調に削減がされているので引き続き活動をお願い
します。

・計画については各グループ共しっかり立てているので今回は取り上げな
い。

・来期(46期)はISO9001の運用を上手く利用し、環境、ＣＭＳ共にリンクさ
せていただきたい。

・４６期（２０１３年８月１日）は、ISO9001を上手く運用し、異常発生品
の削減とお客様満足度を向上させ、更なる工場営業に力を入れていきたい
と思います。
毎日の活動にも力を入れ綺麗な工場を目指し取組を行っていきたいと思い
ます。

改
訂
指
示

・４６期（２０１３年８月１日）からの改訂は、今回の目的目標等の変更により、手
順書等の差替えがあります。

環境管理委員会

　２０１３年　７月３０日（火）

電力、廃棄物、ｽｸﾗｯﾌﾟ、異常発生品ｽｸﾗｯﾌﾟ未達成とISO9001の活用につい
て。他

全員一致で２０１３年８月１日より実施する事に決定。


